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カタ カム ナ 文 献 に 登場 する 「 八 鏡 之 文字 」 と 呼ば れ て いる も の が どの よう な 原 
理 で 創 られ た の か 、 文 献 研 究 を 志す も の と し て 一 度 は 考え た こと が ある だ ろ 

う 。 ヤ タ ノ カ カミ 図 象 か ら 、 ど の よう な 生成 原理 で 4 8 の 図 象 と 音 を 割り 当て 
て いっ た の か 、 原 日 本 人 の 精神 に 少し で も 近づけ れ ば と いう 思い で 考察 し た 。 


言語 は 、 お そら く 地 球 人 が 独 目 で 発明 し た も の で は な く 、 あ る 時 期 に 地球 外 生 
命 体 に よっ て 地球 人 に 伝授 され た も の だ と 認識 し て いる 。 そ の 言語 も 、 英 語 ア 
ルフ ァ ベ ッ ト (2 6 文字 ) の よう な 文字 数 ( 音 数 ) の 少な い 言 語 と 日 本 語 4 8 
音 (4 8 文字 ) の よう な 文字 数 ( 音 数 ) の 多い 言語 の 2 種類 に 大 別 で きる 。 


人 間 を 人 間 た らし め て いる 「 言 語 」 の 存在 、 高 次 の 精神 を 創り 出す 原動力 と な 
っ て いる 「 言 語 」 の 本 質 に つい て 考え る 時 、 カ タカ ム ナ 文献 は 貴重 な 原資 料 で 
ある こと が 判る 。 我 々 日 本 語 を 話す 日 本 人 は 、 こ の 4 8 音 と いう 多 音 性 の 言語 
を 受け 継い だ 原 日 本 人 の 未 商 で ある こと を も う 一 度 自 覚 し て みよ う で は な い 
か 。 


相似 象 会 誌 3 号 で 開示 され た 4 8 声音 符 の 表 も 、 1 0 0 % 弟 呑み に せ ず 、 じ っ 
くり ヤ タ ノ カ カミ 図 象 か ら ど ん な 生成 原理 に 基づい て 4 8 図 象 を 構築 し た の か 
を 考え る こと で 、 自 然 に 4 8 声音 侍 を マス ター する こと が で きる 。 相似 象 会 誌 
9 号 で 開示 され た 8 0 首 を 精 食 する こと で 、 正 確 な 4 8 声音 符 の カタ チ が 解 

る 。 


日 本 語 4 8 音 を 表す 幾何 図 象 群 (4 8 声音 待 ) の 生成 原理 に つい て 考察 し た 内 


容 を まとめ た 。 文献 研究 を 志す 個人 研究 者 へ の ささ や か な ヒン ト に な れ ば 幸い 
で ある 。 ま ず は 時 間 を か け て 、 文 献 の 図 象 群 と 向き 合う こと を 勧め る 。 


ヤ タ カカ ミ 代 数 位相 幾何 図 象 


ジア トー 


図 象 と 4 8 声音 符 


ヤ タ ノ カ カミ 図 象 
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生成 原理 を 考え る 前 に 、 最 初 に 疑問 に 思っ た の が 「 な ぜ 4 8 音 な の か ? 」 と い 
うこ と 。 逆 に 、 こ の 疑問 に 答え る こと に よっ て 、 何 か し ら の 指標 が 得 ら れる の 
で は な いか と 考え た 。 


そこ で 、 織 何 図 象 と いう 普遍 的 な 構造 を 秘め た 原 日 本 語 に は 、 や は り 、 地 球 外 
生命 体 の 言語 遺伝 子 が 色濃く 影響 し て いる だ ろう と 予想 し 、 宇 宙 に お ける 、 宇 
宙 を 記述 で きる 、 何 か 普遍 的 な 原初 の 元 型 (カタ ) が あっ た に 違い な いと 仮定 
し た 。 宇 宙 を 記述 で きる 唯一 の 言語 、 純 粋 数 学 、 そ れ は 幾何 学 か も 知れ な い 。 


幾何 図 象 と 幾何 学 、 こ の 2 つの 接点 に 気づい て か ら 、 4 8 声音 符 を 一 つ ー つ 分 
類 精査 し な が ら 何 か 共通 性 が な いか 検討 し た 。 着 目 し た の が 、 小 円 の 数 だ っ 
9 誠 a 

声音 符 に は 、 小 円 の 付い て いな いも の 、 1 個 付 いて いる も の 、 2 個 付 いて いる 
も の 、 4 個 付 いて いる も の の 4 つ に 区 分 で きる 。 3 個 付 いて いる 声音 符 は 存在 
し な い 。 こ れ は 、 一 体 、 何 を 意味 する の だ ろう か ? 

0 に 背景 、 1 に 単独 、2 に 対 (ペア )、4 に 双対 (4 相 ・ 直 交 す る 2 組 の ペ 
ア ) と いう イメ ー ジ を 持っ た 。 双対 原理 (双対 性 ) が 働く 構造 に お ける 、 何 か 
し ら の 仕組 み が 表 され て いる よう に 感じ た 。 

純粋 幾何 学 と 双対 性 か ら 、「 プ ラ ト ン 立体 」 を 連想 し た 。 

プラ トン 立体 に は 、 双 対 特性 多項式 と いう 代数 式 が ある 。 


x^3③・y^(-1) + 2x^2 + 2(n^2 + 1)(x + y)(x + 2y) + x^(-1)・y^3 


プラ トン 立体 は 、 全 部 で 5 個 あ る が 、3 つ の 双 対 正 多面 体 群 に 分 類 で きる 。 そ 
れ が 、 正 4 面体 (n=0) 自己 双対 、 正 6 面体 と 正 8 面 体 (n=1)、 正 1 2 面体 と 


正 20 和 面体 (n=2) で ある 。 

上 式 の (x)= 私 、(y)= ニ あな た 、 と する と 私 (x) と あな た (y) を 結ぶ 線 分 の 数 が (xy) 

の 係数 と し て 表現 で きる 。 こ こ に 着目 し て 、 言 語 ( 音 数 ) の 数 を 算出 し た 。 
(計算 ) 

(xy) に 関す る 係数 は 、 上 式 の (n) が 関与 し て いる 多項式 を 展開 し て 求め る 。 

2(n^2+ 1)(x + y)(x + 2y) つ 6(n^2+ 1)xy 

n=0 つ 6xy 

nh=1 つっ 12xy 

nh=2 っ 30xy 

幾何 学 的 に は 、 双 対 正 多面 体 を 構成 する 線 分 の 数 に 等 し いこ と が 解る 。 

言語 ( 音 数 ) の 総数 =6 二 12+30=48。 

幾何 図 象 で 構成 され た 4 8 声音 符 の 4 8 と いう 数 は 、 プ ラ ト ン 立体 と いう 純粋 


幾何 学 か ら 導 き 出 され る 一 つの 結論 の よう に 思う 。 


プラ トン も 知ら ぬ 日 本 語 ヨ ソ ヤ コト 


4 8 声音 符 を 分 類する 
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6 つの 基本 的 な 背景 図 象 ( 小 円 を 考慮 し な い ) を 抽出 し て 、 そ こ か ら 、4 8 声音 
符 の 分 類 を 試み た 。 


48=2+3+5+8+10+20 以下 の ( ) 内 は その 数 。 


] : 横 軸 の み (2) 


Mew 


2 : 縦 軸 の み (3) 
正 * 回 と ツ 


3 :174 円 5) 
0 


4 : 十 字 (8) 
ト ・ カ ・ チ ・ ホ ・ ケ ・ セ ・ ツ ・ ネ 


5 : 全 円 (10) 
ワ ・ タ ・ リ ・ サ ・ キ ・ 革 ・ マ ・ ノ ・ メ ・ テ 
6 :1/ め 門 (20) 
ョ le の イレ ラッ クッ 全 の ば ラ ャ 当 
へ ・ イ ・ シ ・ ソ ・ ム ・ ナ ・ ニ ・ ヤ ・ ス ・ ル 


さて 、 プ ラ ト ン 立体 か ら 人 算出 し た 4 8 に 対し て 、 上 の 6 つの 分 類 か ら 得 られ た 
式 を 検討 する と 、 


48=6 十 1 2+30= ニ 2 填 3 十 5 十 8 十 10+20 
ーー (2 寺 3 二 1) 十 (5 十 8-1) 二 (10+20) 
三 (1 十 2 寺 3) 十 (5 十 7) 十 (30) 


と いう 関係 が 浮か び 上 が る 。 


第 4 分類 の 「 ト 」 図 象 (十字 ) を 、 第 1 ・ 第 2 分類 に 加え る と 、 す べ て 辻 禄 が 
合う 。 第 1 ・ 第 2 ・ 第 4 分類 は 、 そ の 背景 が すべ て 直線 だ け で 構成 され た 図 象 
群 で ある 。 そ の うち 、 ヤ タ ノ カ カミ 図 象 の 土台 と な る 基本 形 の 一 つ で ある 

「 ト 」 図 象 を 一 番 先頭 に 持っ て くる こと で 、「 ト 」 図 象 の 重要 性 を 強調 し た 。 


6 つの 基本 的 分 類 は 、 究 極 は 2 つ に まで 減ら せる 。 そ れ が 、「 ト 」 図 象 で 抽象 
され る 直線 系 (第 1 ・ 第 2 ・ 第 4 分類) と 「 ワ 」 図 象 で 抽象 され る 円 弧 系 (第 
3・ 第 5 ・ 第 6 分類) で ある 。 こ の 2 つの 図 象 「 ト ・ ワ 」 が 、 ヤ タ ノ カ カミ 図 
象 の 土台 と な っ て いる 。 


プラ トン 立体 の 面 数 が 増す (F 4 面体 つ 正 2 0 面体) の と 同期 する 形 で 、 直 線 
系 か ら 円 弧 系 に 図 象 群 の 数 が 増え て ゆく 様子 が わか る 。 


4 8 声音 符 の 幾何 構造 表記 法 


4 8 声音 符 の 分 類 を ベー ス に 幾何 図形 を 描か ず 、 カ タカ ナ 以 外 の 表記 方 法 に つ 
いて 考案 し た 。 こ の 目的 は 、 幾 何 構 造 を より 深く 理解 し 、 図 象 待 (声音 符 の 連 
音 を 1 つの 図 象 で 表現 ) へ の 展開 に 際 し て 、 図 形 を 描か ず に テキ スト ファ イル 
で 図 象 待 を 表現 する た めで ある 。 
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育 景 構造 を アル ファ ベッ ト 4 つ (abcd) 、 小 円 配置 を 数 字 9 つ (0ー8) で 
表現 で きる 。 


a= 十字 
b = 横 軸 の み 
c = 縦 軸 の み 


二 夫 月 ( 伴 剛 >】 宏 内 用 同 


0= 小 円 な し 
] 8 = 小 円 位置 ( ヒ = 1 ン ヤ = 8) 


小 円 が 背景 図 象 に 還 な ら な い 3 つ ( ソ ・ ラ ・ 二 ) は 、 表 記 の 最後 に 「'」 を つけ 
る 。17/4 円 で 、 小 円 が ヨ の 位置 に ある ヲ は 、 表 記 の 最後 に 「-」 を つけ る 。 


以上 の ルー ル ( 小 円 位置 , 背景 ) で 、 声 音符 (4 8) を 表記 する と 、 


] : 横 軸 の み (2) 
八 (15,b)・ モ (48,b) 


2 : 縦 二 の み (3) 
エエ (37.6)・ 回 (266 に に ン (5 ce) 


3 :174 円 5) 
ユ (4,bcd)・ エ (2,bcd)・ ヌ (8,bcd)・ オ (6,bcd)・ ヲ (4,cbd-) 


4 : 十 字 (8) 
ト (0,a)・ カ (1,a)・ チ (3,a)・ 小 (15.a)・ ケ (48,a)・ セ (26,a)・ ツ (1357,a)・ 
ネ (2468,a) 


5 : 全 円 (10) 
ワ (0,d)・ 夕 (0,bd)・ リ (0,ccd)・ サ (0,bccd)・ キ (0O,bbcd)・ 革 (0,bbccd)・ 
マ (37,d)・ ノ (48,bd)・ メ (48,cd)・ テ (37,bd) 


6 : 1/2 円 (20) 

コ (18.ad)・ (LcBd) ) ア (a の 0・ し (0 cd) * フ (2.C6 の 0 ・ ク (2 c0・ 
(3icBd) ~ 

ウ (3,ad)・ ラ (3,bd)・ ヨ (4,cbd)・ へ (4,bd)・ イ (5,cbd)・ シ (5,cd)・ ソ 
(Sed)・ 

ム (6,ad)・ ナ (7,ad)・ 二 (/,bd)・ ヤ (8,ad)・ ス (8,bd)・ ル (15,cdcd) 


/// 
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図 象 符 群 の 幾何 構造 表記 法 


声音 符 を 図 象 符 に する と 、 自 動 的 に 枠 (大 円 ) が つく の で 、 原 則 「d」 は 不要 


だ が 、 文 献 に もち も ある よう に 「 ワ ・ マ 」 の 単独 図 象 符 表記 の 場合 


する 。 

声音 符 つ 図 象 待 (背景 図 象 ・ 小 円 位置 ) 
ワ (0,d) ワ (d0) 

マ (37,d) マ (d37) 


a (十字 ) 系 の 背景 図 象 


Ml 
洒 
較 
部 


b ( 横 軸 ) 系 の 


和 l 
洒 
較 
部 


c ( 縦 軸 ) 系 の 


d (大 円 ) 系 の 育 景 図 象 
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は 「d」 を 使用 


それ で は 、 練 習 問 題 を 始め ます 。 
「 カ ム ナ カラ エ ヒ メ サ ヌキ チア ワ ト サ チ 」 を 声音 符 で 表記 する と 、 


1,a 6,ad /,ad 1,a 3,bd' 37,c 1,cbd 48,cd 0,bccd 8,bcd O,bbcd 3,a 1,ad 
0,d 0,a 0,bccd 3,a 


これ を 図 象 符 で 表記 する と 、 

a16 a137 a13478 a8 a3 al a0 a3 

と な り ま す 。 

わざ わき さ 幾 何 図 象 を 描か な く て も 、 英 数 字 で 、 図 象 待 が 表記 で きま す 。 


それ で は 、 図 象 待 を 復元 し ます 。 


ゆ 〇 の 全 @ の の ⑧$ 
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ヤ タ ノ カ カミ 図 象 の 型 


ヤ タ ノ カ カミ 図 象 


・ 大 円 は 、 変 遷 ・ 循 環 軌 道 を 表し て いる 。 


・ 小 円 は 、 該 当 単 位 ・ 系 の 状態 を 表し て いる 。 


・ 小 円 が な い 図 象 群 は 、 全 体 に 影響 を 及ぼ す 状 態 を 表し て いる 。 


・ 小 円 奇数 位置 の 図 象 群 は 、 確 定 思念 が 働く 。 
直線 と 小 円 中 心 が 交わ り 固 定 状態 (可動 範囲 が 極端 に 狭い ) に ある 。 


・ 小 円 偶数 位置 の 図 象 群 は 、 不 確定 思念 が 働く 。 
大 円 円 弧 を 小 円 が 自由 に 可動 で きる 状態 (可動 範囲 が 広い ) に ある 。 


: 十字 は 、 双 対 構造 を 表し て いる 。 大 円 を 裏 で 支え る 仕組 み を 抽象 。 
実際 に は 、 描 か れ て いな いも う 1 つの 十字 ( 青 4 つ で 構成 ) が ある 。 


・ 8 つの 小 円 に よっ て 、2 つ の 直交 座標 が 読み 取れ る 。 
ヤ タ ノ カ カミ 図 象 は 、SU(2) と し て 幾何 抽象 で きる 。 
四 元 数 と し て 、 代 数 的 な 情報 も 含ま れ て いる だ ろう 。 


・ 縦 軸 を 境界 に し て 、 右 側が 浴 象 ・ 左 側が 現象 、 と いう 基本 構造 が ある 。 


石仏 の 指 に ヤ タ ノ カ カミ の 紋 
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声音 符 の 型 (1 ) 


J 
人 
ア 


ワ (0,d) 図 象 か ら 、 最 初 に 方 向 性 が 発生 し た 状態 を 抽象 し た の が マ (37,d) 
図 象 で ある が 、A (15,d) 図 象 は 4 8 声音 符 の 中 に は 存在 し な い 。 こ の 存在 し 
な い 図 象 を 手掛かり に し て 、 声 音符 の 生成 原理 に つい て 考察 を 深め て ゆく 。 


「 マ 」 の 小 円 は 、 縦 軸 両 端 に 直線 な し で 配置 され て いる 。 ヤ タ ノ カ カミ 図 象 の 
型 (8) で 説明 し た よう に 、 縦 軸 が 現象 ・ 潜 象 の 境界 で ある こと を 示唆 し て い 
る 。 全 体 性 を 示す 「 ワ 」 に は 、 方 向 性 が 現れ た 時 に 2 つの 穴 が 存在 し て いる こ 
と が わか る 。 こ れ が 「 マ 」 の 本 義 で ある 。 

2 つの 穴 は 、 対 (ペア ) と な っ て 現れ る 。 さ て 、「A」 が 存在 し な いと いう こ 
と は 、 全 体 性 の 中 で 、 横 電 両 端 に 同時 に 2 つの 穴 が 存在 で き な い こと を 意味 す 
る 。 穴 と は 、 該 当 単 位 ・ 系 を 抽象 し た 表現 で ある こと に 留意 され た し 。 

横 軸 両端 に 、2 つの 穴 が 存在 で きる 条件 と は 何だ ろう か ? 
その 答え が 、 ル (15,cdcd) 図 象 で ある 。 


ル 


My 


15,cdcd 
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「 ル 」 が 存在 する こと で 、 横 軸 両 端 に 2 つの 穴 が 同時 に 存在 で きる 条件 と し 
て 、「 ワ 」 が 縦 に 2 つ に 割れ て 境界 部 分 が 空洞 に な る こと が わか る 。 「 ル 」 の 
分 極 思念 は ここ か ら 働 く 。 


横 軸 両端 の 欠 を な くし て 、 全 体 性 を 保つ に は 、 ど うす れ ば 良い だ ろう か ? 


その 答え が 、 リ (O,ccd) 図 象 で ある 。 


「 リ 」 は 、 全 体 性 を 保ち な が ら も 現象 ・ 潜 象 を 分 割 ・ 分 離す る 働き を 示す 。 


それ で は 、 全 体 性 を 保ち な が ら 現象 ・ 潜 象 を 分 割 ・ 分 離し な い 、 そ ん な 働き の 
声音 符 が 存在 する だ ろう か ? 


その 答え が 、 夕 (O,bd) 図 象 で ある 。 


フ 


O,bd 


横 軸 両 端 の 穴 は な く な り 、 全 体 性 「 ワ 」 に 横 軸 が 現れ る 。 こ れ が 、「 ポ テン シ 
ャ ル 場 」 の 誕生 で ある 。 横 軸 は 、 物 質 性 ・ 空 間 性 を 抽象 し て いる 。 


実際 の 「 場 」 が 誕生 する に は 、 全 体 性 を 失う こと で 表現 で きる だ ろう か ? 


中 


その 答え が 、 八 (15,b) 図 象 で ある 。 


八 


た 
SD 


全体 性 は 失っ た も の の 、 し っ か り 「 場 」 が 誕生 し 、 現 象 と し て 穴 が 現れ る 。 し 
か も 、 潜 象 側 に も 、 そ れ に 対応 する 穴 が 存在 し て いる こと が わか る 。 


次 に 、「 マ 」 に は 縦 軸 は 現れ な い が 、 テ (37,bg) 図 象 の よう に 横 軸 が 現れ る 
も の が ある 。 こ れ が 何 を 意味 する の か 、 考 えて みよ う 。 


= デ 


37,bd 


「 テ 」= ニ 「 タ ・ マ 」 と いう 図式 が 見 えて くる 。 「 テ 」 は 、 図 象 符 に し て も 同じ 
象 に な る 。 「 テ 」 は 、「 マ 」 を 維持 し な が ら 「 タ 」 の 働き を する と 考え られ 
る 。 こ れ は 、 全 体 性 を 保ち な が ら 方 向 性 が 現れ 、 ポ テン シャ ル 場 が 形成 され た 
様子 を 抽象 し て いる 。 物質 性 ・ 空 間 性 を 発動 し て 物質 化 を 引き 起こ す 型 の よう 
Ce 


「 テ 」=「 ラ ・ ニ 」 と いう 図式 も ある 。 


全体 性 「 ワ 」 の 横 軸 を 境界 に 2 つ に 分 割 し た 背景 図 銀 に 、 それ ぞ れ 浮か ん だ よう 
に 配置 され た 穴 に よっ て 表現 され て いる の が 、 ラ (3,bd') ・ 二 (7,bd') 図 象 で 
ある 。 それ ぞ れ の 背景 図 象 の 影響 を 受け て 、 穴 か ら 情 報 が 出入 りす る 様子 を 抽象 
し て いる 。 「 ラ 」 は 現象 化 の 始ま り で 、「 二 」 は その 定着 を 意味 する 。 

ここ か ら 、 育 景 図 象 が 相似 な ソ (5,cd') 図 象 に つい て 考察 する 。 


ピン 


2 


「 ラ ・ ニ 」 の 横 半 円 に 対し て 、「 ソ 」 は 縦 半 円 と な る 。 し か も 、 潜 象 側 に 半 円 
が ある 。 こ れ は 、 潜 象 側 の 影響 を 受け て 現象 側 に 情報 が 伝達 され る 様子 を 抽象 
し て いる 。 人 穴 = 該当 単位 ・ 糸 、 と は 別 の 領域 か ら 間 接 的 に 作用 が 及 ん で いる 。 


これ に 対し て 、 シ (5,cd) 図 象 は 、 現 象 側 に 縦 半 円 が 存在 する 。 


2 


B 
《| (|s 
5,cd 


現象 側 に 顕現 する 形 で 情報 伝 達 され て いる こと を 抽象 し て いる 。 「 知 る 」 の 


「 シ 」 で ある 。 「 ル 」 の 片側 (現象 側 ) が 、 し っ か り 描 か れ て いる こと が わか 
る 。 


I 訂 cel 


ーー 方 、B (],cd') 図 象 の よう な 現象 側 に 背景 を 持つ 図 象 と 、 潜 象 側 に 穴 を 配置 
し た 図 象 は 存在 し な い 。 
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4 8 声音 待 は 、 潜 象 側 に 育 景 を 持っ た 図 象 が 多い こと が わか る 。 
それ で は 、 レ (O,cd) 図 象 は どう だ ろう か ? 


レ C 
0,cd ],cd 


「 ル 」 は 分 極 を 表す た め に 横 電 両端 に 穴 が 存在 する が 、「 レ 」 は 穴 を 持た な 
い 。 


相似 象 会 計 3 号 に は C (1,cd) 図 象 が 描か れ て いる が 、 枚 崎 の 「 日 本 の 物理 
学 」 と いう 相似 象 会 誌 以前 の 講演 記録 と 9 号 で 公開 され た 8 0 首 の ウタ の 内 容 
を 精査 する と 、「 レ 」 に 穴 が な いこ と が わか る 。 間 違っ て 使っ て いる 人 が 多い 
図 象 。 
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ツ し モ ヶ | セ 

上 に Q o Oo 
【・】 ーーーーーー 

トノ o | J 


sz 相似 象 会 誌 3 号 


日 本 の 物理 学 


誌 9 号 (5 首 ) 


目 似 象 会 
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64 首 : ソレ ・ ツ ミ (oc5 a1357) 

7 2 首 : ソレ ・ マ (c5 d37) ワレ メ (c48) 
7 6 首 : アマ ・ ワ レ マ (a137 c37) 

80 首 : ウツ シ ・ ソ レ ・ ヤ ス (a1357 c5 a8) 


「 レ 」 に は 、 消 失 思 念 が 働い て いる の で 、 穴 ( 小 円 ) が な いこ と で その 働き を 
抽象 し て いる 。 現象 側 ( シ ) に は 、 吹 き 出し 口 と し て の 穴 は 存在 する が 、 潜 象 
側 に は その 必要 は な い 、 と いう 物理 を 教え て くれ て いる 。 


さら に 、 潜 象 側 に 縦 半 円 を も つ 別 の 声音 符 と 比較 検討 する こと で 、 よ り 明 確 に 
な る 。 そ こ で 、「 ソ ・ レ ・ ク ・ シ 」 と いう 4 つの 声音 符 を 比較 し て みよ う 。 


レク レ フ > 
5|) DD D 
5.CO「 0,cd 2,cd ら .C 


4 8 声音 符 で 縦 半 円 ( 横 軸 な し ) を 背景 に 持つ 図 象 は 、 こ の 4 つ だ け 。 そ こ 
で 、 大 円 円 弧 を 自由 に 可動 で きる 穴 ( 小 円 ) は 、 各 象 1 つ し か な いと 仮定 すれ 
ば 「 レ 」 に 穴 は 置け な い 。 潜 象 側 は 、「 ク 」 に よっ て 既に 穴 が 占め られ て い 
る 。「 ク 」 に 自由 に 可動 で きる 思念 が 働く の は 、 こ の よう お な 構造 ・ 仕 組み に 起 
因 す る 。 


d 


横 半 円 ( 縦 軸 な し ) を 背景 に 持つ 図 象 「 ス ・ へ ・ ラ ・ 二 」 に つい て 考察 する 。 


る | 


縦 半 円 と 同じ で 、 大 円 円 弧 を 自由 に 可動 で きる 穴 は 、 そ れ ぞ れ の 背景 に 1 つ し 
か 存在 で き な い よう だ 。 「 ク ・ ス ・ へ 」 と いう 小 円 偶数 位置 の 共通 性 が 判明 。 


「 ク ・ ス ・ へ 」 が 出 た の で 、 次 に 、「 ノ ・ ス ・ へ 」 の 構造 を 検討 する 。 


メ スズ へ 


48,bd 8,bd 4,bd 


「 ノ 」= テ 「 ス ・ へ 」 が 見 えて くる 。「 ノ 」 は 、 図 象 符 に し て も 同じ 象 と な る 。 
「 ノ 」 は 、 全 体 性 を 保っ て 変遷 循環 する 様子 を 抽象 し て いる 。 横 軸 で 2 分 割 し 
た 「 ス ・ へ 」 は 、 そ れ ぞ れ の 半 円 軌道 内 で 自由 に 可動 で きる こと が わか る 。 

「 ノ 」 の 横 軸 を 縦 軸 に 変換 し た も の が 、 メ (48,cd) 図 象 で ある 。 


メ 


48,cd 


「 メ 」 は 、 全 体 性 を 保ち な が ら 時 間 性 ・ エ ネル ギー 性 の 軸 を 持ち 変化 し て いる 
様子 を 抽象 。 現 象 化 に 至る まで の 兆し を 示唆 し て いる 。 同 じ 穴 の 位置 関係 で 、 
育 景 図 象 が 異な る 声音 符 が 2 つ あ る 。 そ れ が 、 ケ (48,a) ・ モ (48,b) 図 象 で 
ある 。 


「 ケ 」 は 、 大 円 が な く 、 十 字 が 背景 図 象 に な っ て いる 。 こ れ は 、「 ト 」 を 土台 
に し た 別 糸 の 働き を 意味 する 。 大 円 より 、 よ り 深 いと ころ か ら 作 用 し て いる 。 
穴 の 位置 が 同じ な の で 、 よ り 深 層 の 変化 ・ 変 遷 の 影響 を 抽象 し て いる 。 


「 モ 」 は 、「 ケ 」 か ら 縦 軸 を 取り 除い た 構造 で 、 大 円 より 、 よ り 深 いと ころ か 
ら 作 用 を 及ぼ し 物質 性 ・ 空 間 性 を 発現 する 前 段階 に ある 状態 を 抽象 し て いる 。 
モヤ モヤ と し た 不 確 定 な 存在 を 連想 させ る 。 


「 ス ・ へ 」 と 穴 の 位置 関係 が 同じ 声音 符 に 、 ヌ (8,bcd) ・ ユ (4,bcd) 図 象 
が ある 。 半 円 構造 か ら 1/4 円 構造 に な り 、 縦 軸 が 半分 挿入 され て いる 。 


ス メ へ 果 
こ フ と 罰 
8,bd 8,bcd 4,bd 4,bcd 


「 又 ( 潜 象 ) ・ ユ (現象 ) 」 は 、「 ス ・ へ 」 の 半分 の 可動 範囲 - な り 、 そ れ ぞ 
れ 異 な っ た 領域 の 情報 を 伝達 する 働き を 抽象 し て いる 。 「 又 ・ ユ 」 と 反転 関係 
に ある の が 、 工 (2,bcd) ・ オ (6,bcd) 図 象 で ある 。 


囚 
\ 


2,bcd 6,bcd 


「 ユ ・・ 双 ・ オ 」 の 4 つ を 束ね て 、 1 つの 声音 符 で 表現 し た の が ラ ヲ 
(4,cbd-) 図 象 で ある 。 「 ヲ 」 に は 、 4 相性 (双対 性 ) の 意味 が 重なっ て い 
る 。 


2 


4,cbd- 


「 了 ・ オ 」 と 同じ 穴 の 位置 関係 に ある の が 、 セ (26,a) ・ 口 (26,c) 図 象 で あ 
る 。 ど ちら も 、 大 円 が な く 、 背 景 が 十字 か 縦 軸 の み と な っ て いる 。 


26,a 26,c 


「 セ ・ 口 」 共 に 、 大 円 より 、 よ り 深 いと ころ か ら の 影響 を 抽象 し て いる 。 
「 口 」 の 縦 還 に つい て 、 同 じ 背 景 を 持つ 図 象 が 2 つ あ る 。 エ (37,c) ・ ン 
(5,c) 図 象 で ある 。 


の 本 6 


「 エ ・ ン 」 は 、 現 象 ・ 潜 象 の 境界 の 軸 の み が あ り 、 そ の 境界 部 分 か ら の 情報 伝 
達 経 路 を 抽象 し て いる 。 


「 八 ・ エ 」= テ 「 ツ (1357.a) 」 と 「 モ ・ 口 」=「 ネ (2468.a) 」 と いう 文献 


独特 の 表現 が ある 。 2 つの 直交 し た 座標 系 ( ツ ・ ネ ) か ら 、 四 元 数 を 連想 し て 
みて は いか が だ ろう か 。 
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次 に 、 サ (0,bccd) ・ キ (O,bbcd) ・ 圭 (0,bbccd) 図 象 に つい て 考察 す 
9 


サ キ 寺 


D 


OBCGd O,bbcd 0,bbccd 


3 つと も 、 全 体 性 を 保ち な が ら 、 差 分 ( サ ) ・ 傾 斜 ( キ ) ・ 摂 動 ( 填 ) な どの 
複合 的 な 状態 を 抽象 。 ま た 、 空 間 量 ( サ ) ・ 時 間 量 ( キ ) ・ 時 空間 量 ( 革 ) と 
いう 縦横 軸 の 変動 性 の 意味 も 含む 。 ど れ も 図 象 符 に する と 同じ 象 (D) に な 
る 。 


十字 が 大 円 の 中 に 一 つ あ る 図 象 。 以 下 の D (0,ad) 図 象 は 、4 8 声音 符 の 中 に 
は 存在 し な い 。 こ れ が 意味 する と ころ は 、 こ の 図 象 自身 が ヤ タ ノ カ カミ 図 象 の 
土台 と な っ て 4 8 声音 符 を 裏 で 支え て いる 、 と 考え られ る 。 1 音 に 限定 で き な 
い 、 汎 用 性 が ある 特別 な 図 象 だ と 思う 。 


D 


0,ad (a0) 


この 「D」 を ベー ス に 、 さ ら に 縦 軸 1 本 を 加算 し た 「 サ 」、 横 軸 ] 本 を 加算 し 
た 「 キ 」、 十字 1 組 を 加算 し た 「 革 」 と いう 風 に 考え る と 、 分 割 構造 か ら 発生 
する 物理 量 の 変動 幅 を 知る 、 あ る 種 の 演算 子 的 な 働き を 連想 する 。 


日 本 語 の 数 詞 で お な じみ の 、 ヒ フミ ヨイ ム ナ ヤ コ に つい て 、 声 音符 を 考察 す 
る 。 


5) 


文献 5 首 の 最初 の 5 音 が 、 ヒ フミ ヨイ で ある 。 相 似 な 背景 図 象 (cbd) に よっ 
て 、 ヤ タ ノ カ カミ 図 象 を 縦 割り し て 左 回 転 し て いる 様子 が わか る 。 


ヒ 且 。 


/// 


1,cbd 2,Cbd 3,Cbd 


き 


直線 と 交わ る 赤色 の 穴 は 、 可 動 範囲 が 極端 に 狭い 固定 状態 に ある 。 そ れ に 比 
べ 、 直 線 と 交わ ら ず 大 円 円 弧 の 上 に ある 青色 の 穴 は 、 可 動 範囲 が 広く 自由 な 分 
不安 定 な 要素 を 作 ん で いる こと が わか る 。 


4,cbd 5,cbd 


ここ で 、 着 目 し て いた だ きた い の が 、「 ミ 」 の 穴 の 位置 で ある 。 現象 と 潜 象 の 
境界 ( 縦 軸 ) に 穴 が あり 、 他 の 4 つの 声音 符 と は 異な る 性 質 が 強調 され て い 
る 。 


次 に 、 ム ナヤ コ を 見 る と 、 相 似 な 背景 図 象 (ad) が 浮か び 上 が る 。 今 度 は 、 ヤ 
タ ノ カ カミ 図 象 を 横 割 り し て 左 回 転 し て いる 様子 が わか る 。 


ム PA ヤ コ 
6,ad ! 7,ad 8,ad 
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18,ad 


ここ で 注目 し て いた だ きた い の が 、 コ (18,ad) 図 象 で ある 。 な ん と 、4 8 声 
音符 で た っ た 一 つ だ け 、 赤 と 青 の 穴 を 同時 に 持つ 図 象 で ある こと が わか る 。 こ 
の 図 象 が 、 系 を また ぐ 循 環 を 抽象 し て いる こと は ご 存 知 だ と 思う が 、 赤 の 穴 が 
「 ミ 」 と 相似 な 位置 に 配置 され て いる こと に 気づけ る だ ろう か 。 


ーー 


三 コ ト 


3,cbd 18,ad 0,a 


文献 第 3 首 で 図 象 符 強 調 さ れ て いる 「 ミ コト 」 の 「 ミ 」 と 「 コ 」 で ある 。 


ミコ ト 
(ミコ ・ ウ ミコ ・ ヤ タカ ミ ・ コ トミ チ ・ ト コタ チ ) 


a138 


文献 第 2 首 で 登場 する 図 象 待 「 カ ミ (a13) 」 の 「 ミ 」 が 潜 象 内 循環 する こと 
で 、 初 め て 現象 化 へ の 道筋 が 整う の で ある 。 


カ 
し NR 委 の の ャ 2 の カミ ウィ ャ ク 有 用 き トカ の チャ カラ ) 
し CO の リウ ピカ ラリ チカ 見 の 


/// 


/// 


a13 


ここ か ら は 、 ア (1,ad) ・ ウ (3,ad) 図 象 に つい て 考え よう 。 


4 


2 の 


1,ad 3,ad 


「 ア 」 の 背景 図 象 ( 縦 半 円 ) は 潜 象 側 に ある が 、 十 字 の 横 軸 に よっ て 現象 側 に 
情報 が 伝 達 され て いる こと を 抽象 し て いる 。「 ウ 」 の 背景 図 象 ( 横 半 円 ) は 現 
象 ・ 潜 象 を また ぎ な が ら 「 ミ 」 の 方 向 に 欠 が ある 。 こ れ が 、 現 象 生成 へ の 入口 
と みな せる 。 「 ナ 」 は 、「 ウ 」 を 反転 し た 構造 を 持ち 、 層 元 方 向 に 穴 が ある 。 


5,ad 
「 ア 」 を 反転 し た 「E (5,ad) 」 図 象 の よう な 声音 符 は 存在 し な い 。 な ぜ か ? 


4 8 声音 符 を 精査 する と 、 現 象 側 に 育 景 図 象 が ある 図 象 群 の 数 は 、 潜 象 側 に 比 
べ て 少な いこ と が わか る 。 こ れ は 、 文 献 図 象 群 が よ り 潜 象 側 に 重要 な 構造 や 機 
構 が ある こと を 示唆 し て いる 。 情 報 も 元 型 が 、 潜 象 側 に ある こと を 意味 する 。 


最後 に 、 十 字 系 を まとめ る 。 大 円 円 弧 を 含ま な い 、 ト (0,a) 図 象 を 背景 に 持 
つ 声 音符 は 、 全 部 で 8 きつ (「 ト 」 を 含む ) ある 。 そ の うち 、 す で に 「 ケ ・ セ 」 
は 登場 し た の で 、 残 り 5 つ に つい て 考察 する 。 


「 ト (十字 ) 」 か ら 、 方 向 性 が 現れ た 最初 の 段階 を 、 カ (1],a) 図 象 で 抽象 し 
て いる 。 そ こ か ら 、 さ ら に 現象 方 向 へ 持続 的 な 情報 の 流れ を 抽象 し て いる の 
が 、 チ (3.,a) 図 象 で ある 。 
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十字 の 横 軸 両端 に 穴 が 配置 され た ヤジ ロ ベ イ の よう な 図 象 が 、 小 (15,a) 図 象 
で ある 。 現象 と 潜 象 の 両方 に に バラ ンス よく 親和 し て いる 様子 を 抽象 し て い 
る 。 


15,a 37,a 3/.C 
「F」 の よう な 図 象 は 、 声 音符 に は 存在 し な い 。 な ぜ か ? 


縦 軸 両 端 の み に 穴 が ある の は 、「 エ (37,c) 」 図 象 だ け 。 「 ホ 」 に 相似 な 青 系 
の 図 象 を 探索 する と 、「 ケ 」 に 辿り 着く 。 同 じ よ うに 、「F」 に 相似 な 青 系 の 
図 象 が 「 セ 」 で ある 。 お 判り いた だ ける だ ろう か ? 


八 1 ケ 回 男 セ 


な 系 1) 平 ま 
Gー- 一 の 一 一 一 
〇 〇 〇 〇 


青 系 に あっ て 、 赤 系 に な い の が 「F」 図 象 。 赤 は 、 そ の 色 が 示す よう に 表層 に 
現れ る 事象 (方 向 性 を 持つ ) を 抽象 。 調 は 、 そ の 背後 に あっ て 裏 で 支え て いる 
働き を 抽象 。 表 層 と 言っ て も 、 即 = 現象 と いう わけ で は な いこ と に 留意 され た 
し 。 
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カム ( 潜 象 ) ユア マ ( 潜 象 ) ユイ マ (現象 ) と いう 、 3 層 構 造 に 起因 する 。 
最後 に 、「 八 ・ エ 」=「 ツ (]357,a) 」 と 「 モ ・ 口 」=「 ネ (2468,a) 」 の 
関係 を 考察 する 。 
ツ 3 
〇 | 〇 


| 
上 29 2468,a 


4 8 声音 符 で 、 唯 一 、 穴 が 4 つ あ る 図 象 で ある 。 赤 系 ・ 青 系 それ ぞ れ に 一 つ 。 
この 2 つの 声音 符 を 1 つ に し た 図 象 待 が 、 ヤ タ ノ カ カミ 図 象 その も の と な る 。 


ツネ 
( 常 ・ 恒 ) 


a12345678 
文献 6 首 後半 に 、「 ハ エ ツ 革 ネ ホ ン 」 と いう 7 音 列 が ある 。「 ハ エ 」 で 「 ツ 」 


と な り 、「 革 」 を 通じ て 「 ネ 」 と 疎通 し 、 や が て 「 ホ 」 の 働き で 顕現 する の が 
「 ン 」 で す よ ・・・ と 、 文 献 は 静か に 語り か け て くる 。 


八 四国 ツ グ ホ ホ 


ー」 旬間 中 
| 
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4 8 声音 符 の 最初 の 音 が 「 ヒ 」 で 、 最 後 の 音 が 「 ン 」。 「 ピ ビン 」 と 来 ま し た 


か ? 
4 8 声音 符 の 最後 の 2 音 が 「 ホ ン 」。 「 ポ ン 」 と 現れ て 来 そ う で すね 。 


声音 符 の 型 に つい て 「 ワ 」 か ら 考 察 を 始め 、 最 終 的 に は 文献 6 首 後 半 へ と 自然 


な 展開 が で きた 。 声 音符 の 型 を 知る こと で 、 ヤ タ ノ カ カミ 図 象 の 真意 も より 明 
確 に な る 。 ヤ タ ノ カ カミ 図 象 と 4 8 声音 符 、 こ れ が 文献 研究 の 第 一 歩 で ある 。 
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声音 符 の 型 (2) 


ここ で は 、 4 8 声音 符 の 別 の 分 類 (4 分類) に つい て 紹介 する 。 背景 図 象 の 主 
体 が どこ に ある の か 、 と いう キー ワー ド で 直線 系 を 優先 し て 分 類 し て みた 。 


48= ニ 13 十 16 十 17 十 2 


1 : 横 軸 わ り (1 3) 


2 : 縦 還 わ り (1 6) 


エ ・ ロ ・ ン ・ ヲ ・ ヒ ・ フ ・ ミ ・ ヨ ・ イ ・ シ 
り リル メッツ ッ レ ・ ク 

3 : 十字 わり (17) 

ト ・ カ ・ チ ・ ホ ・ ケ ・ セ ・ ツ ・ ネ ・ ム ・ ナ 
ヤ ・ コ ・ ア ・ ウ ・ サ ・ キ ・ 二 

4 : 大 円 の み (2) 

ワ ・ マ 


興味 の ある 方 は 、4 つの 分 類 か ら 声 音符 の 特徴 を 探求 し て みて は いか が だ ろう 
か 。 き っ と 、 自 分 で 書い て 考え て いる うち に 、 思 わ め ぬ 発 見 が ある か も 知れ な 
い 。 


コ 〆 


文献 研究 の 醍醐 味 は 、 目 分 の 頭 で 考 え 、 自 問 自 答 し 、 答 え が 有 に 落ち る まで じ 
っ くり 思考 し 続け る こと で は な い だ ろ うか 。 安 直 に 答え を 求め る 悪い 癖 を 治 
に は 、 最 高 の 指南 書か も 知れ な い 。 抽象 能力 ・ 連 想 能力 ・ 直 観 力 を 鍛え よう 。 
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日 本 語 5 母音 と プラ トン 立体 
日 本 語 5 母音 に つい て 、 声 音符 と プラ トン 立体 の 関係 を 眺め て みる 。 


gl ウ 下 オ 
正 1 2 面体 正 4 面体 正 8 和 面体 正 6 面体 正 20 面 体 


( 正 五 角形 ) (正三 角形 ) (正三 角形 ) (正方形 ) (正三 角形 ) 
広 開口 横長 ロ 失 口 縦長 品 閉塞 ロ 


5 母音 に 対応 し た 声音 符 を 見 る と 、 ア ・ イ ・ ウ ・ エ の 4 音 は すべ て 赤 の 穴 ( 小 
円 ) が ある が 、 オ だ け 青 の 鶴 に な っ て いる 。 5 音 の 最後 が 、 閉 寒気 味 で 音 列 と 
し て は 豊か さや 華やか さ に か ける こと が わか る 。 


本 来 な ら ば 、 ア ( 広 開口 ) ・ ウ ( 失 口 ) と いう 文献 特有 の 音 列 が 最も 響き が 良 
い 。 そ こ で 、 ア ( 正 5 角形 ) で 始ま っ て 、 ウ (正三 角形 ) で 終わ る 音 列 の 中 に 
エエ (正方 形 ) ユイ (正三 角形 ) ユ オ (正三 角形 ) の 順 で 発声 する こと で 全体 の 
音 列 が 生き 生き と 響く の で は な い だ ろ うか 。 


王 親 オ , 
最後 の ウツ ウ の 音 は 、 プ ラ ト ン 立体 で は 正 8 面体 に 相当 する 。 こ の 正 8 面体 は 、 宇 
宙 空 間 に 鳴 り 響 く 構 造 を 持っ て いる 。 宇宙 空 間 を 構成 する 最小 単位 の 「 気 の 粒 


(エー テル 粒子 ) 」 の カタ チ そ の も の で 、 気 を 活性 化 さ せる 作用 が ある よう 
だ 。 
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力 場 ・ 電 磁場 ・ 生 命 場 
文献 に 示さ れ た 3 つの 中 心 図 象 を 考察 する と 、 丸 ( ワ ) と 十字 ( ト ) が 抽象 す 


る 基本 物理 と し て の 力 場 ・ 電 磁場 と いう 「 場 」 の 型 が 読み 取れ る 。 そ の 型 を 示 
す た め に 、 文 献 1 ・2・3 首 の 中 心 に 配置 し て いた の か も 知れ な い 。 


〇 得る 
③ 二 ⑧ 電 


「 ト 」 は 、 2 直線 の 直交 で 構成 され 、 力 場 ( 潜 象 ) の 直線 運動 を 抽象 し て い 
る 。「 ワ 」 は 、 円 ( 球 ) で 構成 され 、 電 磁場 (現象 ) の 渦 運 動 を 抽象 し て い 
る 。 先行 する 力 場 が 渦 運動 の 骨格 を 形成 し 、 そ の 後 か ら 電 磁場 が 生み 出さ れる 
と 考え て みて は いか が だ ろう か 。 2 つの 場 が 統合 (フト ) し て 、 生 命 場 が 誕生 
する 。 


文献 2 1 首 (フト マニ 中 心 図 象 ) に 、 以 下 の よ うな フレ ー ズ が ある 。 


カタ カム ナ ナミ マリ メ ク ル オ 導 ド コロ 
alal67 aga37c37c12458 al156a1268 


イ * 万 * マック ・ カ ッッ ラ ・ 全 ・ ヌ ・ フ ・ ド トド: ヤ ・ マ ・ ト 
a458  c237 a13 a38 2 a378 


a458 三 電場 ・c237= 磁 場 ・a13= カ 場 と いう 型 を 設定 する と 、 発 生 順 序 は 
逆 に 、 力 場 一 磁場 一 電 場 と な る 。 現象 化す る 方 向 性 が 見 えて きた 。 力 場 と 
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( 電 ) 磁場 、 こ の 2 つの 関わ り を し っ か り 念 頭 に 置い て 文献 を 探求 し て いた だ 
きた い 。 
4 8 声音 符 の 生成 原理 図 


ぷ や 避 
co 率 履 
| 避 刈 〇 . 圭 午 B 
dl es 6 夫 〇 土 Bb 
「 還 D 遇 、 議 中 
中 負 昌 0⑬66 和 直 . 
0 PS 


生成 原理 図 (] ) 


声音 符 の 育 景 図 象 と 小 円 の 位置 を 指標 に し て 、 丸 ( ワ ) と 十字 ( ト ) か ら ど の 
よう な 変遷 過程 (シナ リオ ) で 声音 符 が 創 ら れ て いっ た の か 、 そ の 過程 を 視覚 
化し た 青天 オリ ジ ナ ル が 、 生 成 原理 図 (1 ) で ある 。 


ヤ タ ノ カ カミ 図 象 と いう 全体 像 と 4 8 声音 符 と いう 部 分 像 、 こ の 関係 性 を 念頭 
に 、 存 在 し な い 図 象 を 想起 し て は その 理由 を 探求 する と いう 手法 で 、4 8 声音 
符 の 生成 原理 を 理解 し な が ら 、 文 献 物理 の 真意 を 探求 し て きた 。 


小 円 を 赤 (奇数 位置 ) と 青 (偶数 位置 ) で 色分け する こと に よっ て 、 声 音符 の 
個性 が 引き 立ち 、 コ 図 象 の よう な 独特 の 声音 符 の 存在 が 容易 に 認識 に あげ られ 
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る よう に な っ た 。 1-5・2-6・3-7・4-8 と いう 4 つの 軸 (2 つの 直交 
座標 ) の 存在 も 、 色 分 けし た 図 象 に よっ て 明瞭 に な っ た 。 


生成 原理 図 (2) 


文献 5 ら ・6 首 で 記述 され て いる 4 8 声音 符 を 、5・7・5・7・5・7・5・ 
7 の 区 切り で 書き 出し た も の が 、 生 成 原理 図 (2) で ある 。 こ の ヒ フ ミウ タ 

は 、 

単なる 音 列 か ら そ の 意味 を 抽出 する だ け で な く 、 そ も そ も の 声音 符 の 配置 自体 
に 生成 原理 の 設計 図 が 示さ れ て いた の で ある 。 


文献 の 記述 に は 、 こ の よう な 工夫 が 至る 所 に ある 。 


あと は 、 読 者 ご 自身 で 、 そ の 設計 図 を 書き 出し て みて は いか が だ ろう か 。 
答え は 、 目 の 前 に あっ た 。 そ れ が 、 こ の 小論文 の 結論 で ある 。 
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後 書 


日 本 語 の 起源 に まつ わる 古文 献 (カタ カム ナ 文 献 ) か ら 、 ヤ タ ノ カ カミ 図 象 と 
4 8 声音 符 な る 図 象 群 が 発見 解読 され 、 相 似 象 会 誌 3 号 (1971 年 12 月 刊 
行 ) で 公開 され て 今年 で 5 1 年 目 と な る 。 日 本 語 を 話す 日 本 人 と し て 、 何 気 な 
く 使 っ て いる 日 々 の 言葉 に 、 純 粋 幾何 が 埋め 込ま れ て いた 事実 を 知っ て 驚き と 
感動 を 覚え る 。 日 本 語 は 、 決 し て 曖昧 な 言語 で は な い 。 中国 (漢字 ) 由来 の 言 
語 で も な い 。 私 た ちの 遥か 昔 の 祖先 が 使っ て いた 原 日 本 語 (高度 抽象 幾何 言 
語 ) 、 も う 一 度 、 原 点 に 思っ て 、 一 か ら 学 ん で みて は いか が だ ろう か 。 


デル タタ 株 オミ クロ ン 株 アナ グラ ム 
コロ ワク で 自然 免疫 自爆 テロ 


横 軸 や 欠 大 漁 で 実る 瀬戸 
縦 軸 や エロ ン 虚 ろ な 創世 記 


丸 十 字 卵子 精子 の 受精 型 
ト は 力 場 ワ の 渦 磁 場 に 命 湧く 


天体 と 素 粒子 同じ 型 世界 
カタ カム ナ 選 キマ ノ ィ ハヤ タカ カカ ニニ 
追記 
2024/3/12 


日 本 語 は 高度 抽象 幾何 言語 だ っ た 
カタ カム ナ 文 字 は 前 世 宇 宙 の 神 語 で も あり 
今 世 宇 宙 の アル ニラ ム 星 人 が 使っ て いた 言語 

日 本 に は 12 万 年 前 に 
アル ニラ ム の 巫女 に よっ て も た ら さ れ た 
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